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支部 だ よ り

東北支部2002年講演会の 報告

　東北 支部 で は
，

2002年11月27日仙台第三 合庁 2 階大

会議室で，仙台管区気象台 と共催 し，東北支部講演会

を開催 し ま し た ．出席者は 約 50名 で ，質疑応 答な ど活

発 な情報交 換が あ り盛会 で し た ．以下 の 講演要旨 は 発

表者か ら寄 せ られ た概要 か ら編集 し ま した ．

　　　　　　　　　　　（東北支部 事務局　小柴 　厚）

フ ラ ッ ク ス の 分布を求め ，都市気候の形成機構に つ い

て 調べ た． こ こ で は 都市 内 の 地表 面 要素 の 分布状 態 を

考慮し て 100m グ リ ッ ド毎 の 分 布図 を示 した．ま た ，計

算 を行 っ た 日 は 年で の 熱収 支 の 特徴 を調 べ る た め ， 海

風 の 影響が無 い 西風 且 つ 雲の 影響が 無 い 快晴 日を選

ん だ．

　 1．山形県庄内地方 に発生 する 局地 風清川 ダシ の

　　2002年現地気象観測結果 に つ い て
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　山形県庄 内地方 に 吹 く局地 強風清川ダ シ の観測 を行

い ，2002年 5 月 29〜30日お よび 6 月 13〜14日 の ダ シ風

を観測す る こ とが で き た ．定点観測 の 結 果，清川 の み

が 強風 の 場 合 と庄 内全域 が強風 の 場 合が あ る こ と が 分

か っ た ．一方 パ イ バ ル 観 測 に よ り，東風 の 高 度 は

800〜1400m 程度で あ り，200m 上空 に 最 強風 域が認

め ら れ た．発生機 構 に つ い て は諸説 ある が ， これ らの

結果 をふ まえ て 現在検討中で あ る ．

　 4 ．NOAA ／AVHRR を用 い た 東ア ジ ア 海域 に おけ

　　る エ ア ロ ゾル 変 動の 長期解析
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　究 シ ス テ ム ）

　NOAAIAVHRR に よる観測データ を用 い て ， 東ア

ジ ア海域 に お い て 1988年11月 か ら2001年 1 月 ま で の エ

ア ロ ゾル の 光 学的厚 さ （0．5μm ）及 び Angsrtom 指数

の推定 を行 っ た ．光学 的厚 さ は 春季 に Angstrom 指数

は夏季に極大 と な る季節変動が 見 られ た他 ， 中国大陸

起源 の エ ア ロ ゾル の 長距 離輸送 ，及 び シ ベ リ ア で の 森

林火災の 影響 も確認 された．また ， 推定 を行 っ た 12年

間 で，光学的厚 さ は暫増傾向 に あ り， こ の 大 気で の 継

続的 な 観測 の 重要性 を再 確認 す る も の で あ っ た ．

　 2 ．衛星データと数値 モ デ ル を用 い た宮城県水田 の

　　地 表面熱収支の 推定

　松島　大 （東北大学大学院理学研究科地球物理専攻 ）

　植生地 に お け る蒸 発量 の 日々 変化 ， 季節変化を 明 ら

か に す る こ と を 目的 と し て，衛星 デ
ー

タ と数値 モ デ ル

を併 用 し，宮城 県の 水 田 を対象 と し て 蒸発散 量 の 推定

を行 っ た ．衛星デー
タは同時 刻 に お け る 広域 の 空間的

な分布 を把握で き る特徴が あ るが ，そ の 反面 ， 時間的

に は 間欠的なデータ しか 得 られ な い ．し か し，衛星 デ
ー

タ を時間発 展す る 数 値 モ デル と併用 す る こ と で ，連続

的 な時空 間分 布を得 る こ とが 可能 に な る．

　 3 ．仙台都市域に おけ る熱 フ ラ ッ ク ス の 分布

　　 肥塚清光 ， 安田 延 壽 （東北大 学理学部地球物理 ）

　大 陸 ・陸面 間 で の 熱及 び水 の相互 作用 を明 らか に す

る た め広域陸 面 で の 熱収支計算 を試み た ．特に，建物

や道 路 な ど様々 な 地表面要素が 混在 した都 市域 で の 熱

　 5 ．稚内 と仙台の 気圧差に認 め られ る 5年周期変動

　　 に つ い て

　　　　　　　　 菅野洋光 （東北農 業研究 セ ン タ ー）

　東北地方 に お け る夏季の気象に関係す る稚 内 と仙 台

の気圧差 の 経年変動 を み た．そ の結果 ， 1982年以降 ，

7 月お よ び 6〜 7 月平均気圧差 に 明瞭 な る 5年周期の

変動 が 認 め られ た．1982年 を仮の ス タ ー トに 設定す る

と ， 2 年目 （1983，88，93，98）に気圧差が 最大 と な

り， 3 年目 （1984，1989，1994，1999 ） に平均値で 最

小 とな る． こ の 気圧差 は東北地方の 気温 と高 い相関が

あ り， 2 年目 は 低 温 と， 3 年 目 は高温 と良 く一
致 し て

い る．

6 ．「東北 日別値 2000」による宮古湾沿岸水温の 低温

　 イベ ン ト

　　　　　　　　　　 小柴 厚 （仙台管区気象台）

東北地方気象官署 の 日統計値 （気温 ， 日照 時間，降
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水量 ，最深積雪）「東北 日別値 200D」に附属 し た宮古湾

沿岸水 温 観 測資料 （1904年 か ら2000年）を解析 した．

宮古湾沿岸 水温 の平滑値が 12℃ 以下 を低 温 イ ペ ン ト と

定義す る と，1943年 4 月〜1945年 8 月と，1983年 9 月

〜1985年10月の 2 回 の 低温 イ ベ ン トが見 い だ さ れ た．

後者 は 三 陸沖 の 親潮 面積の増大 と符合 して い た．

　 7 ．宮城 県の 西 よ りの 強風 （NHM を用 い た検討）

　　　　　　　　　　　 加藤　廣 （仙台管区気 象台）

　宮城県 の 西 よ りの 強風 に つ い て NHHM （非静力学

モ デ ル ）を 用 い た 数値実験 を行 い ，発現機構 と地域性

に つ い て検討 を行 っ た．こ の結果，宮城県に お け る西

よ りの 強風 発現時の風分布は ，
hydraulic 　jumpを伴 う

比 較的狭 い 範囲の強風域 と地形に 沿 っ て下降 し な が ら

吹き抜 け る 広範囲 の 強風 域 と の 大き く分 け て 2 種類 の

強風域 と こ れ らの影響 を受けた逆 ・弱風域 か らな る こ

とが確認 さ れ た ． こ れ らの こ と は，過 去 の 調査で も指

摘さ れ て い る こ とと共通 点が 多 い ．

8 ．非静力学モ デ ル に よ る雷

　　　　　　　　　　 白川栄
一

（仙台管区気象台）

　雷，特に 落雷の 予報 は 生活 情報 として ，ま た 防災情

報 と し て も重要な情報 で あ る．こ れ まで は ， そ の 予報

は 安定度 な どか ら間接的 に 行 うもの で あ っ た．しか し，

気象庁 の 次期 ル
ー

チ ン モ デ ル で あ る ，非静力学 モ デル

に 詳細 な 雲 物理 過 程 を組 み 込 ん だ 数値 予 報 モ デ ル

（NHM ）で は ， よ り直接 的 に 雷 を予報で き る可能 性 が

あ る．また，直接観測の 難 し い ，雲 の 中 の 物理構造に

対 す る NHM の 雲物理過程 を ， 雷 と い う観測結果か ら

検討 す る こ と は 重要 で あ る と考え ら れ る．

　 9．MRIIJMA オ ン ライ ン 3次元 化学輸送モ デ ル に

　　よる成層圏オゾ ン 再現実験

　＊

宮崎和幸 （茨城 大学大学 院理 工 ）， 岩崎俊樹 （東北

　大学大 学院理学研究科）， 千葉　長 ， 柴田 清孝，関山

　剛，折戸光太郎 （気象庁 気象研 究所）

　成層圏オ ゾ ン な ど大気微量成分の 変動機構を理 解す

る事 を目的 と し，成層圏オ ゾ ン の 過 去 の 再現 ・未来の

予 測 を成 し得 る 実況監視 シ ス テ ム の 開発 が 行 っ て い

る．こ の シ ス テ ム に採用 さ れ る，大気大循環 モ デ ル と

化 学輸 送 モ デ ル を並 列 に実行す る手法
“
オ ン ラ イ ン モ

デ ル
”

の 問題点を考察す る．
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尾 瀬 の 気候 菊地慶 四 郎 上 毛新聞社出

版局

2002．11 ￥1，7154 −88058−854−7

地球環境年表 2003

地 球 の 未 来 を考 え る

イ ン デ ッ ク ス 株

式会社

丸善株式会社

出版事業部

2002．11 ￥2，4004
−901091 −19−0

日本 の 気候 1
最新データで メ カ ニ ズ

ム を考 え る

気候影響 ・利用

研究会

二 宮書店 2002．11 ￥2β 004 −8176−0192−2 吉 野 正敏監修

ア ラ ス カ の 氷河

中 谷 宇吉郎紀行集

渡辺 興 亜 岩波書店 2002．12 ￥7004 −00−311243−1 岩 波 文 庫　緑 124−3

日本 の 気候 倉嶋厚 古 今 書院 2002．12 ￥2，8004 −7722−5072−7

よ くわ か る地球温暖化

問 題

気候 ネ ッ トワ
ー

ク

中 央 法 規出版 2002．12 ￥1，8004 −8058−4440−X2000 年刊 の 改訂版
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